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〔雑 報〕

幹 事 会

日時昭和25年9月ユ8日午後3時
場厨東京女子医大病院応接室

出席者 吉岡博人， 佐藤イクヨ， 佐藤やい

    三神美私 中村敏郎， 冨田恒男、

議 題 1．総会プログラムの作製

   2・「女子医学研究」第20巻，3，4号の編集

子 事 会、

 日 時 昭和26年1月3玉．日 午後3時

 場所東京女子医大病院一坐室

 出席者 吉岡雇入， 佐藤イクヨ， 三神美胸

    上汁敏郎， 冨田恒男

 議 題 「女子医学研究」第21巻1号の編集

峙別例会

日・時昭和25年9月20日（水）午後1盛
場 所 東京女子医大病院臨床講堂

1・ 日米連合学教育者協議会の報告会

    磯田仙三郎，三神油注，榊原fF，森崎直

    木島津文代，佐藤やい・各教授

2，第一回臨床病理懇談会（C・P・C・）

 63才の♀で20年前に子宮筋腫の診断の下に手術を

受けた。某の後健康が優れず常に全身倦怠，腰痛及び

心悸充血等を訴え，ユ949年6月某病院に入院するに至

った。 当時の現症の主なるものぽ，腹部に難卵大の腫

瘤を触れ，之によって腹腔内臓を下方に圧迫するかの如

き感を与えた。 又身体を三々労したる後に於ては眼瞼

及び手に浮腫を来す事があった。

 家族的には父ほ糖尿病にて49才で死亡，母ば33才

で産褥熱の爲め死亡，夫は65才で脳澄血で死亡してみ

る。叉彼は梅毒に罹りたる既往症を有してみた。愚者

の既往症としては15～20才に亘り右側乾性肋膜炎を有

し，24才の時に急性腎臓炎に罹患し，更に25才で肺

炎，33才で三三に罹り，W・R（一）になる漁駆梅療法

を行った。 42才で腸チフスを患い，44才の時に前記

筋腫の爲め手術を受けた053才より現在に至る迄慢性

腎臓炎をも有してい7こ。

 入院後も病症軽快せず1949年9月某病院に転院し

た。

 当時の現症としては脈搏ぽ正常，軽度の硬化を詔む。

心臓の大いざは右境界ほ右胸骨縁より養横指，上部ば

笛顎肋骨，左境界は乳線より1射黄指の処であった。心

晋は心尖部に於て第工習ほ不純，肺動脹第亘君ほ高調，

左胸骨縁の第二肋間より下方にか牧縮期の難看を聴取

する事が出来た。肺臓には変化なし。腹部には腰の左

側に於て鷲卵大の移動性のない腫瘤を触れた。 これほ

経過中に軽度の縮小を認めた。

 血液所見：赤血球396万，白血球4600，血色素65

％，色素係数0．83，白血球種類ば，中性嗜好白血球は

骨髄細胞，後骨臆細胞及び桿核型48％，分核型殆どな

し。エオヂソ細胞1％，単球11％，淋巴球40％o

 尿1尿量1日1000cc，比重1015，淡黄色透明，蛋白

ズルフオ（＋）o．8％。細菌（升）ウロビリン・ウロピ

リノーゲソ（一），糖（一）o入院の経過申屡々尿の検査

を行うに尿中の蛋白ば漸次増量し，ズルフオ（一ff一），末

吉氏法により3％に増加す。 膀胱上皮及び賢上皮をも

洗二二に識明す。

 血圧：入院当初は170～90なるもユ950年2月より

4月死の前日迄ほ漸次上昇し220一一ユ40を示すに至る。

 X線所見：大動脈弓部に於て歴々拡大してみる。

眼底・定型的ρ血管の硬化及び綿日の小出血ある事

を知った0 1949年12月より1950年1月中・旬にかけ’

肉芽の爲発熱し，左胸部に水泡性ラ音を聞き，嘔吐を催

した022／1に突然発作的に胸内苦悶，心臓部の疹痛，

呼i及困難を起し，オビアル，ビタカソファー一等の注射を

行うもこの状態ば4前四時からエ2時迄続いた。此の際

に心臓の全豪富に於て，三巴期の雑面を聴取する事が出

来た。更に26ノエにほ右胸骨縁に溜うて三三なる三音を

聞き，左胸部後方に於て呼吸を欠目し，下方に広き濁音

を現はすに至った。 爲にその部に試験穿刺を行った。

 穿刺液：量180cc，暗赤色，比軍1052，赤血球390

万白血球4800を示した0

 20／Hには内魁動賑の著明な搏動を濡し，心音ほかす

かになった。 以上の如き発作は其の後数回に及び，患

者ほ心臓部の疹痛又ほ呼吸困難を訴え，其の症状ほ次第

に悪化し終に死の転機をとった。

特別例会

日 時 三和25年11月18R（土）午後2時
場 所 東京女子医大病院臨床講堂
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1． H米連合医学致育者協議会の報告会

    李野憲正，松村義寛，両教授

2。笛二回臨床病理懇談会（C．P・C・）

 49才 女

 昭和25年2．月胃癌．のため本院に入院，3月胃切除術．

を受けた。． ?ﾇ痩形成のため退院後竜時々外来治療に

通っていたが，時々左下腹部に緊張感がある他には自覚

的に不快を感じていない0

 7月10日突然悪塞あり，発熱38・5・一40。Cに及び，

11日にil＊左頸部全体に腫脹及び疹痛があった。問もな

．く頸部の腫帳ほひいたが，3個の淋巴腺をふれるのに気

づいた。

 その後，発熱，悪感，頭痛がっついたので7月18．日

入院した。 当時の所見のおもなものぼ，左頸部の淋巴

腺腫脹（61astisch derb），肝腫脹（肋弓下に横指，表面

滑，圧痛軽度）で，腹壁にD6fenceなく，脾ぼふれず，

三三は詔められなかった。呼吸困難があった。

 入院後の熱型，血液像ほ別表に示す。W三dal反応ぽ

T・ Alこ8月2Q日 400倍，8月24日200倍，陽性，

血液培養ぼ陰性，7月27日血清のMeulengracht 8，

Hijmaus Van den Bergh反応は＝：相性遅延反応を示し

血液像
 7月18目

 7月22冊

 8月1．日

 8月31iヨ．

 R．

2学3x104

206

W．

7300

15100

10100

23600

Hb NI’
70％  ユ7

    ユ5

65％

 ・「Hepatosulfala｛n試験ほ．25％，7月30日より眼球結膜

 に軽度の黄疽を認める檬になった。

  8月4良にほ肝ほ肋弓下4横指に達し，圧痛湊，り，表

 ．’／面にぼ粗大な凹凸を認め，辺縁申子部に膨隆部を発見し

 た。．腹壁ほ緊張して居り，足背に軽度の浮腫を認めた0

  8月7日開腹手術施行Q腹永ほなく，肝ば腫脹し一部

 にあづき大の黄色の部があった。胆嚢ほ鷲卵大，大綱が

 これに癒着している。 胆嚢罐を形威し，Nelatonを挿

 弄した。

  手術後ゴム管を開くと，出る胆汁ば8日300cc，9日

 200cc，10日150cc，濃厚であったが，23日より150・一

 200cc稀溝となり，28日にぽ：又濃厚となった。その間

 黄疸ほ消長しながらも次窮に増強し，便は21日頃から

 陶＝ヒ色を呈する様になった。8月10肩頃からは膿下困

 難力：おこったQ

  治療としてほ7月20貝より8月20日迄1日20万

 学位のPenicillin・8月3日より20日迄1H200ccの

 喩血を行い，胆嚢から採取した胆汁ほ食餌と共にあたえ

 られてL・た。（8月22iヨより鼻腔ゾンデ栄養）

  その後次銘に衰弱が加ほり呼吸困難がましschaumig

 の咳疾あり，壁部に深い褥創を生じる檬になり9rs 2

 日死亡した6
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特別例会

．｝ヨ  時  日召禾0 26 年 1 月 26 H・（金） 午後 2 時

場 所 東京女子医大病院臨床講堂

1。 日米連合医学教育者協議会の報告会

     富田恒男，小山良修，両敦授

2．第三回臨床病理懇談会（C・P，C・）

 gケ月♀（1949年8月3（生日）

 現症歴：1950年3月上句頃より咳が出る。咳が家第

に強くなり4月王句頃にはReprise， Stridorを伴うよ

うになったので百日咳と診断された。 咳の出る時に吐

乳数回あり。 咳ぽ4月20日頃に滅少したので病気が

なほつたものと思っていたところ，5月5日頃から：再び

咳が出る檬になり，機嫌が悪くなった。．5月8日下痢2

回，5月10H洗腸，5月12日には茶褐色，タール檬
便， 12日tiミより咳カヨ増力口，食慾V象bヒ車交白山良好b痙攣力：

13日に2回，14肩に3回あった05月14日午後7時
咳，痙攣，吐乳を主訴として来院。 此の聞特に熱をぼ

かったことばないが熱のありそうな様子ほなかった。

食餌：｝ま母乳を不規則にあたえていた。

 家族歴3胆母が結核で死亡，父健康；母喘，ek、り。

アパートに生活し，隣室に結核患者が居るO

 臨画症：，1949年12月機管支肺炎。

 入院時所見：体格申等大，栄養申等，体温38・2。C，

且底榑拓く々まやく， 緊張良：好b 気血力：悪く， unruhig， 恩貢

門は扁『㌔ 口唇にチアノーゼあり，舌にうすい白色舌

苔を認め，口蓋扁桃腺が申等度に腫脹している。 胸部

打診上著変なし。聴診動いたる所にpfeifen， giemen，

小水胞性羅晋あり。腹部や膨隆，T・nu・減少，｝X抗

ほふれないogurrenをきく0膝蓋腱反射，アヒレス腱

反射や鼠充進，Kernig（一）， Babinski（一）o 左側に

Fussclonusを証すQ脳脊髄液けんざの結果は下表の

通り05月15．日痙攣1回，嘔吐なし。両手にz三tterung

ありoNackenや鼠 steif，胸部打聴診上署変を認め

ず。書間ほ食慾がなかったが夕方力・ら母帆をのむ檬に

なり，ruhigになった。5月16日，体温最高39・4。C，

脳，脊窺液所見下表の通り。大体落ちついていたが，夜

Dyspnoeが来た05月17日， Dyspnoe，午後1時から

痙攣が1「時間続いた6午後3時15分死亡。

 治療：5月14日Penicillin 30 TJ単位， Herzmittel eg

 MentouX反応（一）

 血液像R．449万 W．18000Hb 95％
 （Stab 6．0 Seg．66．5 Lympho 16．0 Mono 11．5）

 脳脊髄液      14／V      16／V

 Aussehen     フk檬      zk様

 Sonnensttiubchen （十） （一）
Druck

Zellenzahl

Nonne， apelt

Pandy

Zucker

Esbach

fLympho
iNと。t，。

Tbc－baz

Ne．

270一一100（2．5cc）

231

（一H一）

（＋）

O．083

20区劃
97 ％

3％

 ？

（一）

200－v （10cc）

143

（w）

（：什：）

O．070

20区劃

99％

1％
（帯）

（＋）
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編 集 後 記

 新年おめでとう。 本会もだんだん軌道にのりつつあ．

るが，何分にも会費の携込が順調でないのは， fiの運営

丘非常に支障をきたすので，この点十分御留意の上御協

力ねがいたい。

 本号もなかなか多彩な原稿があつまって，口舐な単三’

誌ができたとおもう。 今後とも充実した研究の成果を

どしどし御邊附ねがいたい。

寄 稿 細 則

1）寄稿は門口に限り之炬受ける0

2）原稿用紙に400字詰のものな用びるこe。

3）寄稿注意に次の如くである。

 A）冒頭は次の順序に願ひアこい。

 標題，所鵬，圭任或は指晒者，著者名，本丈。

 荷著者名には振旦名たつけて頂きれい。

 B）本文［t2P假名た用ひ，わかりPすい日本語で綴

  られ7こい。文章にに句讃なよく氣なつけて打って

 黒占も丸も・一Lgl：（1めるこEo

C）メートル法度量衡の下位の書き方に，；欠の形式

 に眼ばれナこい。これらの符號のあ定には黒占なつけ

 79い。

  1立毛・・・… 1cc  1演・・・… 1g  ユ贈… 1kg

  1腫・・…・1mg 1米……1m 1糎…1cm

  1粍・・…・1mm 1ミクロン……1μ

  1ミ リミクロソ・・…・… 1mμ

  籏残37度2分……37．20C

  華氏60度・・一……600F

D）外曲人名，地名はなるべく欧文のまへ記載rtら

 れ7：い。然し地名その他のうち饒に我が國でも通

 俗化してみるようなものは，片假名で書くこピ。

 E）引用：文献には，著者名（標題名），雑誌名，春，

 號，頁，機行年月なこの順序に記載せられナこい。

 文献は，本文の末尾にま定めるこSo

F）本文中に挿入する表や圓版は原稿中の適當の部

 分に貼りつけて貰ひアこい。費用がかさむから，必

 要ツよ最小限度にttられアこV、o

G）本：文及び丈献の軍配は出來る限り闘瞭にし，交

 献についrc （±成るべくタイプライターにて記する

  こ80

H）旧名其他ば片假名tし「」或は傍線な附さな

  いこ’L？0

4）論文寄稿者ば寄稿の際必す別刷所要部敷か原稿第

  r頁の絵白に朱書ぜられすこいv．，

 別刷lt實費だ申受けるQ所要部数触記入しない時

  は，別刷勉調製しない0

5）原著にあってば一篇5頁，叉臨床實験にあってば

 一篇3頁た超過ぜる際ば軍費か申受けるQ色彩圖

  その他多額の費用怨要する際ば別に之か申し受け

  る0

6）揚載ば受附順による。但し急幽するものば揚載

 料全艦〕軸申受ける。

7）寄稿の宛名ば左の如く認められ71v’o

   東京都自註医河田町10

     東京女子讐科大學内

     日本女子讐學研究會幹事宛

1「 ｺ禾026年：2月20日印捌
「昭和2，年，月25日斯

   東京都一宿匪河田町10番地

   東京女子讐科大壷図書館内

駿行所 日本女子馨學研究會「
           電言舌九段（33）2196番…

       東京都世田谷直羽根太町1632番地

   饗籠 吉岡・博人
            雌臼舌松澤（117）2351番

        東京都中央踵木挽町2／1
   印聾者 片岡義朗
        東京都中央庭太挽町2／1

   印樗蚕  共立印刷株式會肚
           電話京橋（56）．5881番

    女子讐學研究規定

○會費携込【i振替口座「東：京4342」東京：女子智大

 圏書館内 日本：女子讐學研究會宛のこ定

○會費ば毎年一一月中に拐込まるへこE

  會 費    會 員     實 償  ，

  q（前金）  1〃年金400圓   1部金：200圓

    東京都世田谷匠玉川奥澤町3丁目6番地1

    二丁取扱者大矢雅美1
            電言舌田園調布3374番
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